
臨床美術と
創造性の探究

2026年11月21日　   - 22日　　
会場 東京大学 情報学環・福武ホール B2F 福武ラーニングシアター

主催 臨床美術学会
共催 日本臨床美術協会 ／ TOPPAN芸造研株式会社

基調講演 「表現の探索活動がもたらす長期的効果」
 講 師 　　岡田　猛（東京大学 大学院教育学研究科 名誉教授）

sat. sun.

臨床美術学会第17回大会2026
大会テーマ

大会シンポジウム「臨床美術と創造性 −AI時代における人間の創造性の価値を考える−」
 座長　　　　　　保坂 遊　　　（東京家政大学 教授） 
 シンポジスト　　三輪 和久　　（名古屋商科大学経営学部 教授）
 　　　　　　　　大城 泰造　　（東北福祉大学准教授）
　　　　　　　 　木野内 美里　（株式会社フェリシモ／TOPPAN芸造研 非常勤講師）
 コメンテーター　岡田 猛　　　（東京大学 大学院教育学研究科 名誉教授）

参加申し込みQR

Artwork by Aoi (Age 3)


